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細菌を
“つけない”
「清潔」

“ふやさない”
「迅速または冷却」

“やっつける”
「加熱」

細菌性食中毒予防三原則

総 件 数
総患者数

（昨年同期）
総 件 数
総患者数

44 件
386 名

46 件
359 名
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 平 　成
 30 年度

都
内
の
食
品
苦
情  

５
０
３
４
件

「
有
症
」が
最
多
。「
異
物
混
入
」は
ゴ
キ
ブ
リ
、ハ
エ
、毛
髪
な
ど

　

平
成
三
十
年
度
、
保
健
所
な
ど
に
寄

せ
ら
れ
た
食
品
に
関
す
る
苦
情
件
数
は

東
京
都
全
体
で
五
千
三
十
四
件
で
し

た
。
過
去
十
年
間
で
は
平
成
二
十
一
年

度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
こ
こ
数
年
は

五
千
件
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。（
図

１
）

　

内
訳
は
「
有
症
」
が
最
多
で

千
四
百
七
十
八
件
（
二
九
・
四
％
）、
次

い
で
「
異
物
混
入
」
が
八
百
六
十
三
件

（
十
七
・
一
％
）、「
施
設
・
設
備
」
が

六
百
二
十
八
件（
一
二
・
五
％
）で
し
た
。

（
図
２
）

　

有
症
苦
情
の
次
に
多
い
異
物
混
入

の
苦
情
に
つ
い
て
、
そ
の
要
因
（
図

３
）
を
細
か
く
見
る
と
、
ゴ
キ
ブ
リ
や

ハ
エ
な
ど
「
虫
」
の
混
入
が
最
も
多
く

二
百
五
十
件
（
二
九
・
〇
％
）、
次
い

で
髪
の
毛
な
ど
「
動
物
性
異
物
」
が

物
が
加
熱
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

べ
る
カ
タ
ラ
ー
ゼ
試
験
の
結
果
は
陽
性

で
あ
っ
た
（
異
物
は
加
熱
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
＝
厚
揚
げ
製
造
後
に
混
入
し

た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
す
。）。
製

品
は
ヒ
ー
ト
シ
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、
販

売
後
に
混
入
す
る
可
能
性
は
低
く
、
包

装
室
内
で
ゴ
キ
ブ
リ
の
捕
獲
記
録
が
あ

り
、
包
装
資
材
の
搬
入
時
に
包
装
室
内

の
入
り
口
を
開
放
し
て
い
る
時
間
が
あ

っ
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
資
材
搬

入
時
に
侵
入
し
た
若
し
く
は
資
材
と
一

緒
に
持
ち
込
ま
れ
た
ゴ
キ
ブ
リ
が
、
包

装
作
業
時
に
混
入
し
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
た
。

《
再
発
防
止
対
策
》

　

①
製
造
所
内
外
の
害
虫
駆
除
を
実
施

　

②
製
造
時
及
び
包
装
検
査
時
の
目
視

検
査
の
徹
底

　

③
資
材
搬
入
時
の
扉
の
開
閉
を
素
早

く
行
い
、開
放
状
態
を
最
小
限
に
す
る
。

《
苦
情
概
要
》

　

デ
パ
ー
ト
で
購
入
し
た
マ
フ
ィ
ン
を

喫
食
し
た
と
こ
ろ
、
中
心
部
が
柔
ら
か

く
苦
か
っ
た
た
め
吐
き
出
し
た
。
半
分

に
割
っ
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
糸
を
引

き
、
に
お
い
が
き
つ
く
腐
っ
て
い
た
。

《
調
査
結
果
》

　

正
し
い
製
造
方
法
が
従
業
員
に
伝
わ

っ
て
お
ら
ず
、
本
来
生
地
と
十
分
混
合

さ
れ
て
い
る
べ
き
バ
ナ
ナ
が
生
地
の
中

心
に
ピ
ュ
レ
状
で
存
在
す
る
形
に
な
っ

て
し
ま
い
（
混
合
不
十
分
）、
焼
き
上

げ
工
程
で
バ
ナ
ナ
が
十
分
に
加
熱
さ
れ

な
か
っ
た
。
ま
た
、
マ
フ
ィ
ン
の
焼
き

上
が
り
は
竹
串
を
刺
し
て
確
認
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
作
業
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
。

《
再
発
防
止
対
策
》

①
製
造
方
法
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

②
衛
生
管
理
記
録
の
作
成
・
保
管

◉
５
Ｓ
で
苦
情
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

異
物
は
材
質
や
大
き
さ
で
定
義
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
材
料
の

種
や
骨
と
い
っ
た
不
可
食
部
位
や
、
包

材
を
切
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
片
、
虫
や
事
務

用
品
等
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
異
物
と
な

り
え
ま
す
。
ガ
ラ
ス
や
金
属
等
の
鉱
物

性
異
物
は
ケ
ガ
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

高
く
、
特
に
注
意
を
要
し
ま
す
。

　

異
物
の
種
類
に
応
じ
た
対
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
衛
生
管
理
の

基
本
で
あ
る
５
Ｓ
は
共
通
し
て
重
要
で

す
。
改
め
て
、
５
Ｓ
（
整
理
・
整
と
ん
・

清
掃
・
清
潔
・
し
つ
け
）
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

①
整
理

　

必
要
な
も
の
と
不
要
な
も
の
を
区
別

し
、
不
要
な
も
の
は
処
分
し
ま
し
ょ

う
。
作
業
場
が
雑
然
と
し
て
い
れ
ば
そ

れ
だ
け
異
物
混
入
の
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。

②
整
と
ん

　

必
要
な
も
の
の
個
数
や
保
管
場
所
、

保
管
方
法
を
決
め
て
、
必
要
な
と
き
に

す
ぐ
取
り
出
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
保

管
場
所
等
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、
紛
失

時
も
す
ぐ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

③
清
掃

　

虫
の
発
生
源
に
な
る
食
品
残
渣
や
ほ

こ
り
等
の
ご
み
を
除
き
、
作
業
場
を
綺

麗
に
し
ま
す
。
清
掃
用
具
に
破
損
や
汚

れ
が
あ
る
場
合
、
異
物
混
入
や
作
業
場

汚
染
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
使
い

続
け
ず
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

④
清
潔

　

整
理
・
整
と
ん
・
清
掃
が
行
き
届
い

た
綺
麗
な
状
態
を
保
ち
ま
す
。
清
潔
な

状
態
が
当
た
り
前
で
あ
れ
ば
汚
れ
が
目

立
ち
、
目
立
つ
汚
れ
を
す
ぐ
清
掃
す
る

こ
と
で
、
清
潔
を
維
持
す
る
よ
い
サ
イ

ク
ル
に
繋
が
り
ま
す
。

⑤
し
つ
け
（
習
慣
）

　

①
～
④
の
４
つ
の
Ｓ
を
習
慣
づ
け
ま

し
ょ
う
。
手
順
も
含
め
て
従
業
員
に
正

し
く
教
え
、
作
業
に
携
わ
る
皆
が
実
践

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

な
ぜ
５
Ｓ
を
行
う
の
か
、
行
え
ば
ど

ん
な
よ
い
こ
と
が
あ
る
の
か
、
理
由
も

含
め
て
理
解
で
き
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
な
実

践
へ
結
び
つ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
基

本
的
な
こ
と
を
地
道
に
積
み
重
ね
る
こ

と
が
衛
生
管
理
の
土
台
を
守
り
ま
す
。

前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

◉
虫
の
混
入
を
防
ぐ
た
め
に

　

事
例
一
で
は
ゴ
キ
ブ
リ
が
食
品
に
混

入
し
、
苦
情
と
な
り
ま
し
た
。
前
述
の

基
本
５
Ｓ
に
加
え
、
虫
の
混
入
を
防
止

す
る
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
虫
を
侵
入
さ
せ
な
い

　

出
入
口
の
開
放
は
最
小
限
に
し
ま
し

ょ
う
。
出
入
口
以
外
の
す
き
間
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

　

段
ボ
ー
ル
は
虫
が
付
着
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
作
業
場
内
に
持
ち

込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
虫
を
発
生
さ
せ
な
い

　

５
Ｓ
の
三
点
目
、「
清
掃
」
を
し
っ

か
り
行
い
ま
す
。
隅
々
ま
で
清
掃
が
行

き
届
く
よ
う
に
、
調
理
・
製
造
設
備
の

配
置
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
屋
外
の
排
水
溝
や
落
ち
葉
が

た
ま
っ
て
い
る
箇
所
等
、
虫
が
生
息
し

て
い
る
場
所
は
多
く
あ
り
ま
す
。
周
辺

に
虫
が
多
い
と
作
業
場
内
に
侵
入
す
る

可
能
性
も
高
ま
り
ま
す
。
作
業
場
外
も

適
宜
片
づ
け
・
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

◉
衛
生
管
理
の
「
見
え
る
化
」

　

平
成
三
十
年
に
食
品
衛
生
法
が
改
正

さ
れ
、
令
和
三
年
六
月
か
ら
は
原
則
す

べ
て
の
食
品
等
事
業
者
に
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
」
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
事
業
者
は
、
①
衛
生
管
理
計
画

の
作
成
・
関
係
者
等
へ
の
周
知
徹
底
、

②
必
要
に
応
じ
た
手
順
書
の
作
成
、
③

衛
生
管
理
の
実
施
状
況
の
記
録
・
保
存
、

④
衛
生
管
理
計
画
及
び
手
順
書
の
効
果

検
証
・
必
要
に
応
じ
た
見
直
し
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
簡
単
に
言
っ

て
し
ま
え
ば
、
施
設
で
行
っ
て
い
る
衛

生
管
理
の
「
見
え
る
化
」
を
す
る
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

事
例
二
で
は
、
従
業
員
に
正
し
い
製

造
方
法
が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め

に
、
誤
っ
た
製
法
で
作
ら
れ
た
商
品
が

腐
敗
し
苦
情
に
繋
が
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
事
例
は
、
衛
生
管
理
計
画
や
手

順
書
を
作
成
し
て
従
業
員
に
周
知
し
、

手
順
通
り
に
作
業
を
行
う
こ
と
で
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
実
施
状
況

を
き
ち
ん
と
記
録
に
残
し
て
お
け
ば
、

苦
情
等
が
あ
っ
た
場
合
の
迅
速
な
原
因

究
明
や
再
発
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。

　

言
葉
で
聞
け
ば
難
し
く
感
じ
る
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
で
す
が
、
こ
の
度
の
制
度
化
を

好
機
で
あ
る
と
前
向
き
に
捉
え
、
衛
生

管
理
を
「
見
え
る
化
」
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

百
三
十
二
件
（
一
五
・
三
％
）、
ビ
ニ
ー

ル
片
な
ど
「
合
成
樹
脂
類
」
が
百
二
十

件
（
一
三
・
九
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
平
成
三
十
年
度
に
都
内
で
届
出

の
あ
っ
た
二
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

《
苦
情
概
要
》

　

ス
ー
パ
ー
で
購
入
し
た
パ
ッ
ク
入
り

の
厚
揚
げ
を
自
宅
に
持
ち
帰
り
開
封
し

た
と
こ
ろ
、
表
示
シ
ー
ル
の
下
に
昆
虫

の
よ
う
な
異
物
を
発
見
し
た
。

《
調
査
結
果
》

　

検
査
の
結
果
、
異
物
は
チ
ャ
バ
ネ
ゴ

キ
ブ
リ
の
成
虫
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
異

事例 1

事例 2

厚
揚
げ
か
ら

ゴ
キ
ブ
リ

マ
フ
ィ
ン
の
腐
敗

図 1　過去 10 年間の苦情件数（要因別）

図 2　平成 30 年度要因別苦情件数割合

図 3　平成 30 年度要因別異物混入事例割合

厚揚げの中から出てきたチャバネゴキブリ

マフィンの断面図

正しい製造工程当該品
A: バナナピュレ
B: マフィン生地
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実
施
時
期

　

令
和
二
年
六
月
一
日
（
月
）
か
ら
八

月
三
十
一
日
（
月
）
ま
で

　

実
施
機
関

　

ア　

東
京
都
（
保
健
所
、
健
康
安
全

研
究
セ
ン
タ
ー
、
市
場
衛
生
検
査
所
及

び
芝
浦
食
肉
衛
生
検
査
所
）

　

イ　

特
別
区
・
八
王
子
市
・
町
田
市

（
保
健
所
、
各
検
査
機
関
）

　

重
点
的
に
監
視
指
導
を
行
う
項
目

⑴
食
中
毒
対
策
（
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

O
１
５
７
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食

中
毒
防
止
）

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
O
１
５
７
に

限
表
示
や
ア
レ
ル
ゲ
ン
等
の
表
示
事
項

に
つ
い
て
監
視
指
導
を
行
い
ま
す
。

⑶
H
A
C
C
P
の
取
組
支
援（
H
A
C

C
P
の
着
実
な
導
入
に
向
け
た
指
導
）

　

平
成
三
十
年
六
月
の
食
品
衛
生
法
改

正
に
よ
り
、
す
べ
て
の
食
品
等
事
業
者

に
対
し
て
H
A
C
C
P
に
沿
っ
た
衛

生
管
理
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
来
年

六
月
の
本
格
施
行
に
向
け
て
、
制
度
化

に
関
す
る
周
知
を
重
点
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
事
業
者
の
規
模
や
衛
生
管

理
能
力
等
に
応
じ
た
指
導
を
行
い
ま

す
。

⑷
そ
の
他

　

東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
に
備

え
、
観
客
や
関
係
者
等
の
利
用
が
想
定

さ
れ
る
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
等
に
対
し

て
、
食
品
の
温
度
管
理
等
に
つ
い
て
監

視
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
宅
配
等
を
実
施
す

る
飲
食
店
事
業
者
に
対
し
、
調
理
済
食

品
の
速
や
か
な
放
冷
、
冷
却
等
の
適
切

な
温
度
管
理
、
施
設
の
規
模
に
応
じ
た

取
扱
量
と
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
監
視

指
導
を
行
い
ま
す
。

　

結
果
の
公
表

　

上
記
の
一
斉
監
視
の
実
施
結
果
に
つ

い
て
は
、
八
月
下
旬
に
速
報
と
し
て
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

よ
る
食
中
毒
を
防
止
す
る
た
め
、
食
中

毒
が
起
き
た
際
に
大
規
模
な
患
者
発
生

に
つ
な
が
る
集
団
給
食
施
設
、
高
齢
者

施
設
等
に
対
し
、
生
野
菜
の
殺
菌
等
、

食
品
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
指
導
を
徹

底
し
ま
す
。
ま
た
昨
年
、
微
生
物
に
よ

る
食
中
毒
で
最
多（
三
十
六
件
）と
な
っ

た
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食
中
毒
の
大
半

で
鶏
肉
と
の
関
連
が
推
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
鶏
肉
の
取
扱
い
に
つ
い
て
重
点

的
な
監
視
指
導
を
行
い
ま
す
。

⑵
食
品
の
表
示
に
関
す
る
監
視
指
導

（
期
限
表
示
や
ア
レ
ル
ゲ
ン
表
示
等
の

監
視
）

　

食
品
表
示
法
に
基
づ
く
表
示
の
適
正

化
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
製
造
業
、
販

売
業
、
流
通
業
等
を
対
象
と
し
て
、
期

夏
の
食
品
衛
生
一
斉

監
視
を
実
施
し
ま
す

一
般
社
団
法
人
東
京
都
食
品
衛
生
協
会

（
島
し
ょ
）

☎
03
・
３
４
０
４
・
０
１
２
１

（
本
部
）

☎
03
・
３
９
３
４
・
５
８
２
１

（
技
研
）

　

▽
東
京
食
品
総
合
事
務
所

　

カ
ッ
コ
内
は
管
轄
の
支
部

▽
銀
座
総
合
事
務
所

（
千
代
田
・
中
央
区
・
台
東
・
文
京
・

墨
田
区
・
江
東
区
・
葛
飾
区
・
江

戸
川
区
）

☎
03
・
３
５
４
２
・
０
１
６
１

▽
恵
比
寿
総
合
事
務
所

（
み
な
と
・
渋
谷
・
目
黒
区
・
品
川
・

大
田
区
）

☎
03
・
５
４
５
８
・
１
６
３
１

▽
新
宿
総
合
事
務
所

（
新
宿
区
・
中
野
区
・
世
田
谷
区
・

杉
並
区
）

☎
03
・
３
３
６
３
・
３
７
９
１

▽
池
袋
総
合
事
務
所

（
豊
島
区
池
袋
・
板
橋
区
・
練
馬
区
・

北
区
・
荒
川
・
足
立
区
）

☎
03
・
３
９
８
４
・
６
７
０
１

▽
立
川
総
合
事
務
所

（
立
川
・
八
王
子
・
町
田
・
西
多
摩
・

南
多
摩
・
北
多
摩
北
部
・
北
多
摩

南
部
）

☎
０
４
２
・
５
２
４
・
７
０
２
０

「
食
品
衛
生
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

開
設

東
京
食
品
技
術
研
究
所

食
品
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
部

☎
03
・
３
９
３
４
・
５
８
２
６

各
種
お
問
合
せ
は

こ
ち
ら
ま
で

ま
す
。

◉
「
衛
生
管
理
計
画
」（
図
４
）

　

初
め
て
の
方
で
も
容
易
に
作
成
で
き

る
よ
う
管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
選
択

肢
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
フ
ァ
イ
ル
で
計
画

を
す
で
に
作
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
昨
年
度
の
実
施
記
録
を
振
り
返

り
、
改
善
を
加
え
新
た
な
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
改
善
点
が

な
け
れ
ば
昨
年
度
作
成
し
た
も
の
を
そ

の
ま
ま
使
え
ま
す
（
こ
の
場
合
、
昨
年

度
の
フ
ァ
イ
ル
を
常
に
確
認
で
き
る
よ

う
保
管
し
て
く
だ
さ
い
）。

◉
「
記
録
表
」（
図
５
）

　

日
付
や
曜
日
の
記
載
不
要
の
カ
レ
ン

ダ
ー
方
式
に
な
っ
て
お
り
、
記
録
も
〇

×
の
記
入
で
可
能
で
す
。
ま
た
、
年
度

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
衛
生
管
理
を

行
い
ま
す
。」
と
い
う
あ
な
た
の
お
店

の
宣
言
と
な
り
ま
す
。

◉
使
い
方
（
図
２
）

　

H
A
C
C
P
の
考
え
方
に
よ
る
衛

生
管
理
（
提
供
す
る
食
品
の
リ
ス
ク
に

応
じ
て
衛
生
管
理
を
計
画
、
実
行
、
記

録
、
見
直
し
す
る
。）
を
図
式
化
し
、

フ
ァ
イ
ル
の
該
当
ペ
ー
ジ
を
示
し
て
い

ま
す
。

◉
食
品
提
供
の
リ
ス
ク
例
（
図
３
）

　

食
材
や
取
扱
工
程
に
伴
う
、
食
中
毒

の
リ
ス
ク
と
、
そ
れ
に
対
す
る
管
理
方

法
等
を
一
覧
表
に
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
提
供
す
る
食
品
の
リ
ス
ク
に
応
じ

た
管
理
を
行
う
と
い
う
、
H
A
C
C
P

の
第
一
原
則
を
踏
ま
え
た
こ
と
に
な
り

で
、
こ
こ
で
、
そ
の
概
要
を
御
紹
介
い

た
し
ま
す
。

◉
表
紙
（
図
１
）

　

施
設
情
報
欄
に
ご
自
分
の
お
店
の
情

報
を
記
入
す
る
こ
と
で
、「
H
A
C
C
P

　

当
協
会
で
は
、
本
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
対
象
と
な
る
、
小
規
模
な
一
般
飲
食
店
事
業

者
向
け
に
「
2
0
2
0
食
品
衛
生
管
理
フ
ァ
イ
ル
（
以
下
、「
フ
ァ
イ
ル
」）」
を
作
成
し
、
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　

H
A
C
C
P
の
義
務
化
は
政
令
に
よ
り
本
年
六
月
一
日
施
行
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
年
間
の
経
過
措
置
が
設
定

さ
れ
て
お
り
、
完
全
実
施
は
令
和
三
年
六
月
一
日
で
す
。

　

フ
ァ
イ
ル
は
、
日
本
食
品
衛
生
協
会
の
作
成
し
た
「
小
規
模
な
一
般
飲
食
店
向
け
H
A
C
C
P
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
た
衛
生
管
理
の
た
め
の
手
引
書
」
の
内
容
に
合
致
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
活
用
し
て
義
務
化
へ
の
対
応
を
し
て
い

た
だ
く
と
と
と
も
に
、
衛
生
管
理
の
徹
底
で
、
食
中
毒
等
の
健
康
危
害
か
ら
大
切
な
お
店
と
お
客
様
を
守
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

H
A
C
C
P
の
考
え
方
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
実
践
を

図２　使い方図５　記録表

図６　衛生管理マニュアル 図３　食品提供のリスク例

図４　衛生管理計画 図１　表紙

の
変
わ
り
目
に
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く

記
録
で
き
る
よ
う
に
、
二
〇
二
〇
年
四

月
分
か
ら
二
〇
二
一
年
五
月
分
ま
で

十
四
か
月
分
の
記
録
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◉
「
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
図
６
）

　

H
A
C
C
P
の
考
え
方
に
よ
る
衛

生
管
理
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
衛
生
管

理
の
手
順
書
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
作
成

す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
イ
ル
で
は
、
手
洗
い
、
従
事
者

の
個
人
衛
生
、
施
設
設
備
等
の
消
毒
の

三
つ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
示
し
ま
し
た
。

　

自
前
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
方
は
、

ど
ち
ら
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
う
か
決
め

て
い
た
だ
き
、
衛
生
管
理
計
画
と
合
わ

せ
て
従
事
者
に
周
知
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。

　

フ
ァ
イ
ル
は
昨
年
度
の
も
の
と
見
分

け
を
つ
け
や
す
く
す
る
た
め
、「
紺
色

を
基
調
」
と
し
ま
し
た
が
、
内
容
は
大

き
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
て
使

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
存
じ
ま
す
の

活
用
し
て
く
だ
さ
い「
食
品
衛
生
管
理
フ
ァ
イ
ル
」

　

夏
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
食
品
の
安
全
性
を
確
保
し
、
食
中
毒
の
発
生

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
都
及
び
特
別
区
・
八
王
子
市
・
町
田
市
が
協

力
し
て
、
食
品
関
係
事
業
者
等
に
対
す
る
夏
の
食
品
衛
生
一
斉
監
視
を
実

施
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
、
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
各
保
健
所
等
の
状
況
に
応
じ
た
取
組
と
し
ま
す
。


